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秩序とは何だろうか。秩序という言葉で思い浮かぶのは、整理整頓された部屋、
理路整然と行進する兵士といったものかもしれない。あるいは人々が争うこともなく平穏に社会的生活を送っているとき、秩序が保たれてい 、という言い方をするかもしれない。
それらはいずれも、物事や生物が一つの体系にそって
理されて るような様子を示し 。そして整理された様子を示す「秩序」 、目で見たり、手で触ったりすることができるものではな 。
秩序とは、われわれが事物の並び方や、人々の生活の仕
方を見て、抽象的に取り出すもののことだ。複数の事物の存在の仕方を見て、わ われが感じとるものが、秩序である。あるいは複数の人間と生活す 際に われわれが意識して社会的関係の中から感じ取ろう るも 、わ わ
れが秩序と呼ぶものだ。もともと秩序とは、目に見えない事物や生物の間の関係のことなのだ。
ところが秩序を構成している事物や生物もまた目に見え
ないような場合、われわれはさらにいっそう抽象的な思考の中で秩序を捉えていくことになる。典型的な例が、国際社会の秩序だ。
国際社会を構成する国家なるものは、目で見たり、手で
触ったりすることができるものではない。しかしそれでもわれわれは、国家が現実に存在する何も かである う前提で、社会的な生活を営んでいる。
国家をイメージさせる物理的な存在はあるかもしれな 。
たとえば国会議事堂という建物や内閣総理大臣 顔などを見た際に、われわれは国家の物理的存在 感じるかもしれない。しかしそれらはいずれも の姿それ自体ではない。国家とは、もっと巨大な制度的な存在である。
目に見えない制度である国家が複数集まって形成される
国際社会の秩序というものがあるとすれば、国際社会とはさらにいっそう抽象的なものであろう まりにも抽象的なので、ひょっとしたら存在しないのではないか という疑いの目さえ向けたくなるような で かもしれない。実際のところ 数多くの論者が、国際秩序など 存在していない、という立場から議論を行ってきた。それにもかかわらず、別 多くの論者が、やはり国際秩序は存在す言える、と う立場から議論を行ってきた。
約一〇〇年前に第一次世界大戦が起こった後、存在して
いると信じていた国 秩序は、そもそも存在してい かったのではないか、という 念に、多くの人々が苛まれた。国際連盟の設立を提唱して、新し 国際秩序を樹立 ようとした米国のウッドロー・ウィルソン大統領 ような人々がいた一方で、国際的に統一的 秩序の樹立を唱えるこ自体が偽善的だと考える人々も 。二つの世界大戦の間の「両大戦間期」の時代を「危機の二十年」と呼び 「ユートピア主義」と「現実主義」の相克を描き出 た は、 Ｅ ・Ｈ・カーの一九三九年の著作『危機の二十年――理想 現実』である。目に見えない国際秩序の存在をめぐる大きな思想的争いを、第二次世界大戦勃発前夜に描き出し 古典的名著として、今日 国際政治学においても必読書とされ
る名作だ。
第二次世界大戦が終結した後に、世界的に巨大な影響を
行使することになったのは、ハンス・モーゲンソーの一九四八年の古典的大著『国際政治――権力と平和』である。モーゲンソーは、国家は力を駆使して利益を追い求めてせめぎあう存在だという前提から 国際社会における生存の方法を模索した。
なおカーやモーゲンソーを含めた様々な論者を、大きな
思想的伝統と歴史的展開の中でまとめ直したものとしては、拙著『国際社会の秩序』がある
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